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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　約
　A市において2010年度から直営型の地域包括支援センターと協力して，高齢者のエンパワメント
を活用し，回想法の技法を取り入れた地域っくりに取り組んでいる。今回，回想法ボランティアに
参加している地域住民の継続支援として，地域回想法リーダー養成講座修了後のフォローアップ研
修時に，回想法ボランティアに対する意識と生きがい感などを把握するためにアンケート調査を
行った。その中で65歳以上の高齢者が回想法の技法を活用した地域つくりのためのボランティアに
参加した効果と，現状における課題を整理することを目的とした。その結果，生きがい感が低いと
評価された者は1名もおらず，比較的高い生きがい感が維持されていた。さらに，回想法を活用し
たボランティア活動を良いイメージとして捉え，全員がボランティア活動に充実感や満足感を感じ
ていた。そして，ボランティア活動を通して昔の思い出話で話が弾む中で，ボランティア活動中に
楽しみや喜びを感じていることが明らかになった。そして，現状における課題として、回想法スクー
ルを継続して実施していくための環境面の整備が必要であることや，回想法のスキルアップにむけ
た研修の必要性が明確になった。さらに，今回の取り組みは，地域包括支援センターが中心となっ
た回想法を活用した地域っくりにおいて，地域住民ボランティアのエンパワメントを活用した住民
参加型のまちづくり方式で，民生委員と連携した予防機能としてのネットワーク構築にもつながる
と示した。
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はじめに
　住民が支えあい安心した生活が送れるような地
域をつくる取り組みは，昨今さまざまな地域にお
いて行われ，その状況が報告がされている。その
中で，2010年度からA市において高齢者のンパワ
メントを活用し回想法の技法を取り入れた地域っ
くりに取り組んでいる。A市の場合は，認知症施
策総合推進事業の一環として，「つくる！できる！
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認知症になっても笑顔で暮らせるまち」をキー
ワードとして，直営型の地域包括支援センターが
中心となり回想法の技法を活用した地域っくりに
取り組んでいる。
　具体的には，地域住民を対象に回想法のボラン
ティアが実施できることを目的とした「地域回想
法リーダー養成講座」を2010年度から年に1回，
開催している。そのうえで，講座を修了した地域
住民の協力を得て，A市内5か所の地区とグルー
プホームで，グループ回想法を企画・運営してい
る。その5か所の地区で開催するグループ回想法
には，民生委員の協力のもと閉じこもりがちな高
齢者や地域の高齢者福祉施設に入所している高齢
者が参加している。さらに，地域住民が自由に利
用できる回想センターが地域にオープンし，地域
住民がいっでも誰でも気軽に昔の懐かしい品物に
触れることができる環境が整備され，この回想セ
ンターでもグループ回想法が行われている。そし
て，地域住民に広報紙やケーブルテレビを活用し，
回想法を活用した地域っくりにっいて広く広報活
動をしている。現時点での，A市における地域
回想法リーダー養成講座修了者は，延べ人数で約
150名となっており，そのうち65歳以上の高齢者
が約80名で，グループ回想法に参加した高齢者は
合計で116名となっている。
　その中で，2012年度に開催した「地域回想法
リーダー養成講座」受講直後のアンケート結果で
は，回想法の技法を活用したボランティアへの意
識の高まりが確認できたとともに，65歳以上の受
講者の生きがい感の向上が確認できた1）。そして，
講座終了後も回想法ボランティアとして活動して
いる地域住民に年に数回，継続支援として地域包
括支援センターが中心となりフォローアップ研修
を実施している。
　そこで今回，回想法ボランティアに参加してい
る地域住民の継続支援として，地域回想法リー
ダー養成講座修了後のフォローアップ研修時に，
回想法ボランティアに対する意識と生きがい感な
どを把握するためにアンケート調査を行った。そ
の中で65歳以上の高齢者が回想法の技法を活用し
た地域つくりのためのボランティアに参加した効
果と，現状における課題を整理することを目的と
した。さらに，本研究は地域包括支援センターの
協力のもとで実施している研究であることから，
地域包括支援センターを中心とした回想法を活用
した地域っくりにっいて整理することを目的とし
た。
1　研究方法
対象地域：A市（平成23年度の総人口40，159人で
　　　　　65歳以上の高齢化率22．0％）2）
対象者：A市で地域回想法リーダー養成講座を
　　　　　修了し，その後に地域で回想法ボラン
　　　　　ティアとして活動している者で，今回
　　　　　のフォローアップ研修に参加した30名
　　　　　の中で65歳以上の9名（男性4名・女
　　　　　性5名），年齢は66歳から81歳までで
　　　　平均年齢±標準偏差は74±4．9歳，全
　　　　員無職であった。
アンケート調査：フォローアップ研修開始前にア
　　　　　ンケート用紙を配布し，困りごとがあ
　　　　　る場合は個別に支援したいことを伝え
　　　　記名式で回答を求め，研修終了時にそ
　　　　　の場で回収した。作成したアンケート
　　　　用紙には，回想法ボランティアの活動
　　　　状況とボランティアに関する意識にっ
　　　　いて，とても（4点）～全く（1点）
　　　　　までの4件法で質問した。さらに，生
　　　　　きがい感スケール（K－1式）を用い
　　　　て調査を行った。生きがい感スケール
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　　　　　（K－1式）は，近藤（2008）3）が開発し，
　　　　　16項目の質問に対して，はい（2点），
　　　　　どちらでもない（1点），いいえ（0点）
　　　　　の3件法を用いて配点し，合計得点（最
　　　　　大32点）を生きがい感得点とて算出し
　　　　　た。質問の中に4項目の逆転項目が含
　　　　　まれていた。
倫理的配慮：研究目的・方法・予想される損害と
　　　　　効果，個人情報が流出する恐れがない
　　　　　ことなどにっいて，個人情報保護法，
　　　　　臨床研究に関する倫理指針（厚生労働
　　　　　省）を遵守し，知り得た個人情報を流
　　　　　出しない旨について説明し，同意書に
　　　　　よる承諾を得た。
分析方法：SPSS18．0を使用し記述統計処理し，
　　　　　生きがい感スケール（K－1式）の得
　　　　　点を，近藤（2008）3）が示している
　　　　　生きがいの指標（表1）に分類した。
表1　生きがい感スケール（K－1式）得点ごとの生
　　　きがいの指標
生きがい感
得点（点） 32～2827～2423～1716～1312～0
評価の指標 大変高い 一局いほう ふつう 低いほう 大変低い
丑　結果
1．回想法ボランティアに関して
　地域回想法リーダー養成講座修了後の活動状況
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として，回想法の技法を活用した活動をしていま
すかという問いでは，65歳以上の9名の中で「し
ている」と答えた者が87％で，「全然していない」
と答えた者が22％であった（図1）。
　ボランティア活動を「している」と答えた7名
にボランティア回数について質問してみると，「月
に1回程度」と答えた者が最も多く86％で，週に
1回以上と答えた者が14％（図2）となっており，
その活動先では地域の「公民館」で開催する回想
法スクールと答えた者が最も多く42％，次いで，
「グループホーム」で開催する回想法スクールが
33％，「回想センター」で開催する回想法スクー
ルと答えた者が25％となっていた（図3）。
　ボランティア活動を通しての感想の自由記述欄
には，「回想法スクールに参加するとほっとする」，
「ボランティア活動中楽しく過ごせる」，「回想法
スクールの参加者に元気に会えるのが楽しみ」，
「参加者との対話が増える」，「世間や視野が広がっ
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図1　ボランティアの活動状況 図3　ボランティア活動先（複数回答あり）
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た」，「昔話は話が弾む」，「活動的になった」，「い
ろんな人と出会えて話を聞くのが楽しみ」，「回想
法で今まで怒った人がいないのでいいと思う」，
「話題つくりに役立っている」，「参加者に喜んで
もらえる」などの回答があった。
　ボランティア活動を「している」と答えた7名
に，ボランティア活動を通して充実感や満足感を
感じることがありますかと質問してみると，全員
が充実感や満足感を感じることが「ある」と答え
ており（図4），ボランティア活動を通して良かっ
たと感じていることがありますかという問いで
は，全員が良かったと感じていることが「とても
ある」と答えていた。
　一方，ボランティア活動を通して困っているこ
とがありますかという問いでは，「あまりない」
と答えた者が最も多く72％で，「まあまあある」
と「全然ない」答えた者が14％ずっとなっていた
（図5）。その具体的な内容として自由記述欄には，
「…’…s～～～‘←　　玄　一…～㎜…≒㎝…÷～一一べ忌……「＾1
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「参加者をもっと増やしたい」，回想法スクールを
実施する公民館の「場所がせまい」，「耳の遠い人
や話してくれない人がいる」という回答があった。
今後のボランティア活動にっいての意識を問う質
問では，「現状維持で活動していきたい」と答え
た者が67％，「回数を増やしていきたい」と答え
た者が33％で，「回数を減らしたい」と答えた者
は1名もいなかった（図6）。その具体的な内容
の自由記述欄には「回想法はすごく元気になれる
のでまだ参加していない近所の人を誘っていきた
い」という記述があった。さらに，現在は回想法
のボランティアには参加していない2名の参加者
からも，「これから積極的に活動に参加していき
たい」という回答があった。
2．生きがい感スケール（K－1式）
　今回のフォローアップ研修に参加した65歳以上
の参加者9名の生きがい感スケール（Kヨ式）
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ボランティア活動を通しての充実感や満足感の有無　　図5　ボランティア活動を通して国っていることの有無
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図6　今後のボランティア活動についての意識 図7　生きがい感スケールぴくづ式）の指標による分類
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の結果では，最低得点が20点で最高得点が32点，
平均得点±標準偏差は27．1±4．3点であった。さ
らに，近藤（2008）が示している生きがいの指標
に分類した結果，生きがい感が「大変高い」が
67％。次いで「ふつう」が22％，「高いほう」が
11％となっていた（図7）。
n　考察
　回想法ボランティアに参加している地域住民の
継続支援として，地域回想法リーダー養成講座修
了後のフォローアップ研修時に，回想法ボラン
ティアに対する意識と生きがい感などを把握する
ためにアンケート調査を行った。その結果，65歳
以上の参加者が9名と少なく，調査結果をもとに
統計処理による量的分析ができなかった。その理
由として，研修日に地区の行事が重なってしまっ
ていたことが大きな理由としてあげられる。その
ため，継続支援を行うにあたっては，地域の状況
を把握したうえで研修日などの日程調整をするこ
とが必要であると痛感した。
　このように，アンケート調査対象者の人数は少
ない結果となってしまい，アンケート結果の分析
も不十分ではあるが，得られた結果をもとに高齢
者がボランティアに参加することで得られる効果
や現状における課題を整理し，その上で，本研究
が地域包括支援センターの協力のもとで実施して
いる研究であることから，地域包括支援センター
を中心とした回想法を活用した地域っくりについ
て以下に考察していく。
1．高齢者がボランティアに参加することで得ら
　　れる効果と課題
　地域回想法リーダー養成講座修了後にボラン
ティァ活動を「している」と87％の者が答えて
おり，「全然していない」と答えた者は，ボラン
ティア活動はしていないものの，地域で開催した
グループ回想法には参加者として毎回参加し，1
クール8回のグループ回想法修了後も，参加者の
集まりに毎回参加していた。さらに，今後のボラ
ンティア活動にっいての意識では「これから積極
的に活動に参加していきたい」と回答していた。
　このことから，回想法のボランティアに参加し
ていない理由として，回想法実践者としてボラン
ティア活動をすることに不安を抱いていることが
考えられた。しかし，回想法に関わる活動は継続
して自主的に行っており，今回のフォローアップ
研修参加により今後のボランティア活動への積極
的な意欲が確認できた。このことから，回想法の
実施者としてのボランティア活動が行われていな
い場合でも，回想法にかかわる活動を通して地域
の中で他者とのつながりが保てるだけでなく，他
者とのっながりの中から今後のボランティア活動
へと発展していく可能性が確認できた。
　一方，ボランティア活動を「している」と答え
た人は，月に1回程度の活動をしている者が最も
多く，回数においては今後も「現状維持」や「増
やしていきたい」と全員が答えており，ボランティ
ア活動に対する前向きな姿勢が読み取れた。
　さらに，ボランティアの活動先では，地域の「公
民館」，「グループホーム」，「回想センター」となっ
ていた。このことから，A市のグループ回想法
開催場所全ての場所の回答があり，A市で開催
しているグループ回想法は，地域の高齢者のボラ
ンティア活動によって支えられていることが読み
取れた。
　そして，全員がボランティア活動に充実感や満
足感を感じ，ボランティア活動を通して良かった
と感じていた。さらに，ボランティア活動を通し
ての感想では，昔の思い出話を通して話が弾む中
で，ボランティア活動を楽しみにしている回答や，
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他者との交流から喜びを感じている回答があっ
た。
　このことから，65歳以上の高齢者が回想法の実
践者としてボランティア活動に参加することは，
昔の思い出話において共感できる話題も多く話が
弾みやすいことや，そのことを通して，得られた
ボランティア活動中の成功体験が，充実感や満足
感にっながっていると捉えることができた。
　このように，回想法のボランティア活動を通し
て良かったと感じることや充実感や満足感につな
がる成功体験が，今後もボランティア活動を継続
していきたい意識の高さにっながるだけでなく，
このような成功体験を積み重ねていくことで，高
齢者の主体性を引き出し，生きがい感の向上にっ
ながる可能性があると考える。
　生きがい感スケール（K－1式）の得点の結果
では，生きがい感得点が最低の者でも生きがいの
評価の指標では生きがいは「ふっう」と評価され，
生きがい感が「大変高い」と評価された者の占め
る割合が最も高かった。
　高い生きがい感にっいて高野（2003）4）は，家
族や地域社会における多様な社会組織との関係の
中で何らかの自らの役割を果たすことによって，
維持された態度として捉えることが可能であると
述べている。生きがいにっいて高間・杉原（2004）5）
は，趣味の延長上に成果があるのではなく，成果
を人に役立てることで価値が見出され，人のため
に役立っ自分が発見できれば，それが自己実現に
なると示している。
　このことから，高齢者が地域において回想法の
技法を活用したボランティア活動を担うことで，
地域社会における役割が担えるとともに，回想法
スクールを企画・運営している地域包括支援セン
ターの職員や回想法スクールに参加した地域住民
から感謝されるなど，他者の役に立っていると感
じることが増え，生きがい感が低いと評価された
者がおらず，比較的高い生きがい感が維持できて
いたと捉えることができた。
　一方，ボランティア活動を通して困っているこ
とでは，「参加者をもっと増やしたい」，という回
答があった。今後，ボランティア活動を増やして
いきたいと回答していた者の自由記述回答欄に
は，「回想法はすごく元気になれるのでまだ参加
していない近所の人を誘っていきたい」と記され
ていた。
　さらに，回想法ボランティアを通して，回想法
スクールに参加した人がとても元気になったと話
す人が多く，回想法のボランティアを通して実感
した回想法の効果から，もっと多くの地域住民に
も参加してもらい，自分の住んでいる地域を住み
やすい元気な地域にしていきたいという思いを抱
いていることが読み取れた。
　さらに，困っていることには，回想法スクール
を実施する公民館の「場所がせまい」という回答
があった。このことから，安心した環境でボラン
ティア活動を継続してもらうためには，ボラン
ティアを実施する環境面の整備も重要であると捉
えることができた。
　今回で3回目のフォローアップ研修になるが，
現状におけるフォローアップ研修ではボランティ
ア活動状況の報告会を毎回開催し，地域住民ボラ
ンティアの相互交流を目的としていることが多
かった。しかし，アンケートにおける困っている
ことに，「耳の遠い人や話してくれない人がいる」
という回答もあった。このことは，回想法のスキ
ルに関する困りごとであり，スキル面については
フォローアップ研修において，演習などを取り入
れた困難事例への対応などについて学べる場を設
けていく必要性があると捉えることができた。
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2．地域包括支援センターを中心とした回想法を
　　活用した地域つくり
　A市における回想法を活用した地域つくりにお
いては，グループ回想法が各地域（市内で合計5
か所）で開催できるよう環境面での整備と同時に，
地域住民への回想法を活用した地域つくりにっい
ての広報も同時に行った。そして，地域で開催す
るグループ回想法の担い手として地域住民が主体
的に活動できるようサポートする仕組みが地域包
括支援センターに整備された。
　さらに，高齢者福祉施設・事業所を利用してい
る高齢者も地域住民ととらえ，施設・事業所内で
のグループ回想法をすすめる研修なども行われ，
現在，グループホームの利用者が地域の公民館や
回想センターで開催するグループ回想法に外出し
て参加する，「おでかけ回想法」を取り入れ，グ
ループホーム内でもボランティアの協力を得て，
グループ回想法を開催した。
　そしてA市の場合は，閉じこもりがちな高齢
者へのグループ回想法への参加の呼び掛けは，地
域の民生委員が担っていた。高戸・芳賀・牧上ら
（2004）6）は，高齢者の閉じこもりは，寝たきり
を引き起こす大きな要因のひとっであると述べ，
決められた時間に決められた場所へ出掛けなけれ
ばならない教室参加型の介入には限界があると示
している。
　奥野・徳力・西嶋ら（2003）7）も，問題がない
にもかかわらず，外出しようとしない者が「閉じ
こもり」の中には6～7割占めているとし，外出
頻度が1週間に1回以下で，「生きがいを感じな
い」や「他者との交流が低い」など，精神健康度
が不良であることが「閉じこもり」と関連がある
ことを示している。さらに，平田・平佐田・下吹
越ら（2006）8）は，閉じこもりがあると，活動範
囲が狭くなり，会話する人数が少ない傾向が認め
られたと示している。
　このように，教室参加型の介入には限界がある
とされている，週に1回以下の外出頻度である閉
じこもりがちな高齢者への支援として，回想法の
技法を活用したグループ回想法への介入支援は参
加教室型であったにもかわらず，閉じこもりがち
な高齢者も欠席することなく民生委員と一緒に毎
回参加し，回を重ねるごとに発言回数や笑顔が増
えるなどの変化もみられた。
　久米（2010）9）は，高齢者の生活を守る予防的
な活動として，個別の問題だけでなく地域全体を
視野に入れ地域住民に具体的に見える形として取
り組んでいることが重要であるとし，日常的には，
民生委員との繋がりはほぼシステム化され，相談
者の早期発見・相談・支援へ結びついていると示
している。
　何らかの理由で外出頻度が少なくなってしまっ
た閉じこもりがちな高齢者が回想法スクールに参
加し，地域住民と交流を図ることができたことは，
地域包括支援センターの職員と民生委員との連携
が円滑に行われただけでなく，回想法を活用した
地域っくりにむけての目標が共有できていたこと
や，地域住民への広報活動により情報がいきわ
たっていたことが大きく影響していると考える。
　さらに，閉じこもりがちな高齢者にとっても，
昔の懐かしい話題は話しやすく，民生委員が一緒
に参加したことで安心して参加できる環境が整え
られたと考えられる。そして，このことを通して
地域住民との昔の懐かしい話題を通した交流の復
活だけでなく回想法スクール開催場所までの外出
を通して活動範囲も広がり，閉じこもりや寝たき
り予防につながっていく可能性があると考える。
　一方で，地域包括支援センターは，「地域住民
の心身の健康の保持及び生活の安定のために必要
な援助を行うことにより，その保健医療の向上及
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び福祉の推進を包括的に支援することを目的と
する施設」（介護保険法第115条の46）9）とされ
ており，地域ケアの中核となる拠点を地域に作る
ことを目的として設置され，介護保険制度ではカ
バーできないさまざまな住民の課題に対応する地
域の拠点としての役割が期待されている。
　若狭（2011）10）によると，地域包括支援センター
の地域ネットワークは，「ニーズ発見機能」，相談
連絡機能」，「支援機能」，「予防機能」という意義
をもっとし，その構築方法のモデルとしては，「地
域住民活用機能」，「市民ボランティア活用方式」，
「住民参加のまちづくり方式」の3っを示してい
る。そのうえで，地域包括支援センターへのヒヤ
リング結果から，「予防機能」及び「住民参加の
まちづくり方式」という観点からのネットワーク
構築が現状としては十分に展開されていないと示
している。
　以上のことから，A市の地域包括支援センター
の活動は，これらの観点からみると地域住民ボラ
ンティアのエンパワメントを活用した住民参加型
のまちづくり方式として評価でき，回想法の技法
を活用した介護予防を目指していることから，民
生委員と連携した予防機能としてのネットワーク
構築にもつながっていると捉えることができた。
まとめ
　回想法ボランティアに対する意識と生きがい感
などを把握するためにアンケート調査を行い，65
歳以上の高齢者が回想法の技法を活用した地域つ
くりのためのボランティアに参加した効果と，現
状における課題を整理することを目的とした結
果，全員がボランティア活動に充実感や満足感を
感じ，ボランティァ活動を良いイメージで捉え，
昔の思い出話が弾む中，ボランティア活動に楽し
みや喜びを感じていることが明らかになった。そ
の中で，現状における課題として，回想法スクー
ルを継続して実施していくための環境面の整備
や，回想法のスキルアップに向けた研修の必要性
が明確になった。
　今回のアンケート調査は調査対象者が少ないだ
けでなく，現状で困っていることに対して個別支
援をする目的も含んでいたことから記名式で行っ
た。しかし，前回は無記名で調査を実施していた
ことから，前回の調査結果との比較検討は行えな
かった。さらに，今回の調査結果では，生きがい
感が低いと評価された者は1名もおらず，比較的
高い生きがい感が維持されていたが，ボランティ
ア活動を自主的に行おうとする集団であることか
ら，ボランティア前から生きがい感が高かったこ
とも考えられる。これらの点を踏まえて，今回の
調査結果を捉えることが必要であり，今後は，継
続支援をしていく中でその経過が比較検討できる
よう配慮しながら現状を把握していきたい。
　さらに，地域包括支援センターを中心とした回
想法を活用した地域っくりにっいて整理した結
果，今回の取り組みは地域包括支援センターが中
心となった回想法を用いた地域住民ボランティア
のエンパワメントを活用した住民参加型のまちづ
くり方式で，民生委員と連携した予防機能として
のネットワーク構築にもっながっていると示し
た。
　今後も地域包括支援センターを中心として，あ
らゆる社会資源とネットワークをっなぎ，地域住
民のエンパワメントを活用した回想法を用いた地
域っくりをすすめていく中で，今回課題として整
理された環境面への整備についての働きかけや，
回想法のスキルァップを目指した研修を適宜開催
していきたい。
　そして，地域住民ボランティアの中でも元気高
齢者が地域で生活している閉じこもりがちな虚弱
36
回想法を活用した地域つくり一高齢者のエンパワメントを活用して一
高齢者や高齢者福祉施設に入所している虚弱高齢
者に，回想法の技法を活用した回想法ボランティ
ァを実施していく中で，元気高齢者注1）・虚弱高
齢者注2）ともに生きがい感が維持・向上していく
か，その効果を検証していきたい。
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